
意見書作成に向けた今後のスケジュール（予定） 

 検討の進め方については、目安として 4 回にわたる検討を想定しており、今

回で２回目を終了する形となる。 

 

（１）第 1回 議論の方向の確認及び問題点の抽出（平成 26年 11月 6日） 

  ・今後の議論の方向についての考え方の共有化 

  ・高齢化社会が原因となって生み出される様ざまな現象・問題点について

各委員の意見を伺い、まとめる。 

 

（２）第 2回 前回会議内容の確認と課題解決に向けた取組内容の提案 

（平成 27年 3月 2日） 

  ・前回会議のまとめ（経過、検討にあたる考え方、現状と問題点、課題） 

  ・高齢化社会の課題の解決に向けて、社会教育行政が実施すべき取り組み

について各委員の意見を伺い、まとめる。 

 

（３）第 3 回 前回会議内容の確認と意見書取りまとめに向けた課題全体に対

する意見の聴取（平成 27年 4月または 5月） 

・前回会議のまとめ 

・意見書取りまとめに向けた課題全体に対する各委員の意見を伺い、まと

める。 

 

（４）第 4回 意見書の取りまとめ（平成 27年 6月） 

  ・これまでの議論の経過の再確認 

  ・社会教育委員会議として教育委員会に提言する意見書をとりまとめる。 
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